
オートモーティブ
カーオーディオ用IC

■4チャンネル×45Wカーオーディオ用パワーアンプ：TDA7560
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デジタル・ソリューションが急速に進行するカーオーディオ分
野では、デジタル信号とアナログ信号の双方を効率良く処理し、
しかも小型でコストパフォーマンスの高いシステム設計が要求さ
れます。カーオーディオ用ICの世界的なリーダーであるSTは、そ
んな難題に取り組む設計者に理想的なチップセットを提供します。

■概　要

■オーディオプロセッサ
STが発売しているCSP（カーオーディオ・シグナル・プロセッ

サ）は従来のトーンコントロール、ボリューム、FMのステレオ
デコーダ部分で外付けしていたフィルタを必要としません。これ
により、多くの外付け部品の削減、基盤の省スペース化によりシ
ステムコストの低減ができ、また信頼性の向上を実現します。

■デジタル処理－DSP（デジタルシグナルプロセッサ）
今年より発売を開始したTDA7500は2つの24bit DSPコアを搭載

し、4入力20bit A/D、6出力20bit D/Aコンバータ、SPDIFインタフ
ェース、I2S入出力、RDSデコーダなど、多機能なカーオーディ
オを実現するスペックが搭載されています。DSPコアで音場処理
やFM/AMの処理などをソフトウェア・ライブラリーから選び、機
能を盛り込むことができます。
STはデジタル部分だけでなく、未だデジタル化されてないカー

オーディオの必需品であるカセットやラジオ、音声などの入力に
対応することと、DSPの出力を増幅するボリューム機能を備えた
TDA7501（ライン・ドライバ）も同時に発売しています。このチ
ップセットを使って強力なプラットフォームを実現できます。

STのTDA7560はBCD（バイポーラ、CMOS、DMOS）プロセ
スを使った世界初の4ch MOSFET出力オーディオ用モノリシッ
ク・パワーアンプです。MOSFET出力を採用することによって、
従来のバイポーラ・プロセスに対して歪率を大幅に改善し、高音
質を実現します。また出力段のオン抵抗を低減したことにより、
高出力パワーも可能とします。 TDA7560は、MOSFETを使用し
ているため、2次降伏現象がなくなり、内部保護回路を容易に実
現します。パッケージとピン配置は従来からのバイポーラ製品
（TDA738X)とコンパチブルであるため同じシャーシを使って製
造可能です。

■パワーアンプ
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